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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

令和２年１月号
（第１２５号）

発行者

日奈久住民自治会

1日(水) 元旦
町内対抗駅伝大会

11日(土)どんどや9：30～点火
13日(月) 成人の日
19日(日)校区対抗駅伝大会

住民自治会関係会議等
10日(金)市政協力員例会
15日(水)運営委員会
20日(月)広報部会

１月の行事から

昨
年
は
、
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
年

号
も
令
和
と
改
ま
り
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
た
だ
、
消
費
税
増
税

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
、
色
々
と

負
担
の
か
か
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
皆

様
も
大
変
だ
と
お
察
し
し
ま
す
。
し
か

し
、
今
後
さ
ら
に
進
む
少
子
高
齢
化
か

ら
来
る
次
の
世
代
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
、
私
た
ち
も
頑
張
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
代
市
も
日
奈
久
温
泉
を
市
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
位
置
づ
け
、
く
ま
モ
ン
フ
ァ

ニ
チ
ャ
ー
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
様
々

な
企
画
を
考
え
て
、
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
、
日
奈
久
温
泉
の
賑
わ

い
、
校
区
の
発
展
に
少
し
で
も
力
に
な

れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
校
区
の
皆
様
方
が
、
新
し

い
年
を
ご
健
康
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

日奈久の人口
（１１月末現在）

男1188人

女1437人

計2625人

(前月比-9人)

(2009年末3444人)

日
奈
久
住
民
自
治
会
役
員(

代
議

員
、
部
会
員
を
含
む)

お
よ
び
市
政

協
力
員
の
任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
の
規
約

で
２
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令

和
２
年
度
は
改
選
年
度
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
住
民
自
治
会
で
は
各
町

内
の
新
年
度
総
会
等
で
、
以
下
の
役

員
選
出
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
町
内
会
長
に
依
頼
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
任
期

令
和
２
年
４
月
１
日

～
令
和
４
年
３
月
31
日

◆
代
議
員
の
任
務

選
出
町
内
の
意
見
を
集
約
し
総
会

に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
審
議
さ
れ

た
事
項
お
よ
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て

町
内
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

<

各
町
内
か
ら
選
出
の
役
員
等>

◆
代
議
員

３
名
選
出

大
坪
町
、
塩
南
町

２
名
選
出

新
田
町
、
山
下
町

竹
之
内
町
、
塩
北
町

東
町
、

浜
町

中
町
、
下
西
第
一

１
名
選
出

新
開
町
、
上
西
町

中
西
町
、
下
西
第
二

馬
越
町

◆
部
会

原
則
、
町
内
か
ら
各
部
会
に

１
名
以
上
、
団
体
は
任
意

○
福
祉
健
康
人
権
部
会

○
生
活
環
境
部
会

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

○
企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

○
広
報
部
会

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

12
月
16
日(

月)

開
催
の
運
営
委
員
会
か
ら
、

記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
主
な
事
項
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

○
町
内
連
絡
委
員
会

・
防
災
無
線
が
、
携
帯
や
固
定
電
話
で
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

〇
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

・
今
年
度
の
ふ
れ
あ
い
祭
は
、
３
月
14
日

(

土)

に
開
催
予
定
。

○
旅
館
組
合

・
ば
ん
ぺ
い
柚
神
社
は
、
金
波
楼
の
敷
地
内

に
建
設
さ
れ
、
現
在
約
80
％
完
成
。

○
事
務
局

・
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
決
算
は
、
１
月
か
ら
12
月
と
な
っ

て
い
る
。
物
品
要
望
は
、
早
め
の
提
出
を
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

改
選
さ
れ
る

新
会
長

髙
田

榮
昭

氏

選
出

12
月
２
日
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
３
１
２
名
（
新
任

１
３
２
名
・

再
任

１
８
０
名
）
が
、
中
村
市
長
よ

り
委
嘱
状
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
、
日
奈
久
校
区
13
名
（
新
任

４

名
・
再
任

９
名
）
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
会
長
に
高
田
榮
昭

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

３
年
間
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
身
近
な

相
談
役
と
し
て
、
ま
た
行
政
と
の
橋

渡
し
役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
大
坪
町

木
森
雄
治

◇
新
田
町

久
保
哲
也

◇
山
下
町

竹
田
澄
子

◇
竹
之
内
町

山
田
重
典

◇
塩
北
町

宮
田
た
み
子

◇
新
開
町

山
本
澄
江

◇
塩
南
町
（
未
定
）

◇
東
町

上
野

悦
子

◇
浜
町

髙
田
榮
昭

◇
中
町

堀
内
浩
光

◇
上
西
・
中
西
町

溝
口

千
歳

◇
下
西
・
馬
越
町

橋
本
信
子

◇
主
任
児
童
委
員

嶋
田
欣
之
助
・

山
口
美
穂
子

【
お
疲
れ
様
で
し
た
】
（
退
任
者
）

吉
田
峯
子
（
塩
南
町
十
八
年
間
）

藤
崎
洋
介
（
塩
北
町
十
七
年
間
）

鏡
秀
一
（
下
西･

馬
越
町
十
五
年
間
）

平
野
忠
興
（
山
下
町

三
年
間
）

羽
多
野
文
子
（
主
任
児
童
委
員

十
二
年
間
）

行
く
年

来
る
年
を
竹
灯
り
と
と
も
に

第
11
回｢

火
流
の
彩
」

12
月
31
日(

火)

午
後
８
時
点
火

日
奈
久
温
泉
開
湯
６
０
０
年
を
記
念
し
て
始
め

ら
れ
た
竹
灯
り
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
火
流
の
彩
」

は
第
11
回
を
迎
え
ま
し
た
。

◆
日
時

12
月
31
日

午
前
10
時
～
準
備

(

竹
灯
ろ
う
の
配
置
な
ど)

午
後
８
時
～
点
火

※
雨
天
中
止

◆
点
灯
時
間

午
後
８
時
～
午
前
１
時

幽
玄
な
竹
灯
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
行
く
年
、
来

る
年
を
と
も
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
は
彫
刻

灯
籠
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

竹
灯
ろ
う
は
約
２
５
０
０
本
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
は
約
８
０
０
個
。
並
べ
た
り
、
点
火
し

た
り
す
る
の
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(

主
催

湯
の
里
日
奈
久
振
興
会
・
日
奈
久
住
民
自
治
会
）

◆
日
時

令
和
２
年
１
月
１
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
集
合
10
時
出
発

◆
会
場

日
奈
久
中
学
校
周
辺
コ
ー
ス

◆
参
加
町
内

６
町
内
の
予
定

◆
区
間

今
回
か
ら
は
、
７
区
間
８
４
０
０
ｍ
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
各
区
間
は
次
の
通
り
。

１
区
小
学
生

７
０
０
ｍ

２
区
女
子
フ
リ
ー

７
０
０
ｍ

３
区
中
学
生

１
４
０
０
ｍ

４
区
一
般
フ
リ
ー
（
大
学
生
以
上
）

１
４
０
０
ｍ

５
区
フ
リ
ー
（
高
校
生
を
含
む
）

１
４
０
０
ｍ

６
区
一
般
フ
リ
ー
（
大
学
生
以
上
）

１
４
０
０
ｍ

７
区
一
般(

41
歳
以
上)
１
４
０
０
ｍ

新
春
を
駆
け
る
各
町
内
代
表
の
力
走
に
、

熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

第
15
回
校
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

１
月
19
日(

日)

県
営
八
代
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
10
時

ス
タ
ー
ト
、
球
磨
川
河
川
敷
公
園
折
り
返
し

の
10
区
間
31･

２
km
を
力
走
し
ま
す
。
日
奈

久
校
区
代
表
選
手
に
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

午
前
９
時
30
分
に
点
火
し
ま
す
。
婦
人
会
が

お
い
し
い
ぜ
ん
ざ
い
を
振
る
舞
い
ま
す
。
ど
ん

ど
や
は
無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
る
民
間
伝

承
行
事
で
す
。
ど
ん
ど
や
の
火
に
当
た
り
、
焼

き
餅
や
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
て
、
元
気
よ
く
１
年

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
（
餅
は
各
自
持
参
）

前
日
10
日(

金)

は
午
後
か
ら
設
置
作
業
を

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

＊
ご
近
所
に
は
降
灰
で
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

ご
容
赦
を
お
願
い
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

明けましておめでとうございます
日奈久住民自治会会長 今田徳次郎

竹灯りづくりに励む実行委員

八代市サッカー協会より、湯の
街シニアサッカー大会支援謝礼寄
付金(5万円)を住民自治会がいた
だきました。ありがとうございま
した。

12
月
11
日(

水)

日
奈
久
か
ら
９
名
が
参
加
し
て
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
市

観
光
振
興
課
等
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
来
年
４
月
に
供
用
が
始
ま
る
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
拠
点
の
八
代

港
の
基
本
計
画
、
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
１
年
間
に
船
客
を
バ
ス
輸
送
し
た
観
光
地
で
、
１
位
は
城
彩
苑
、

２
位
熊
本
城
、
３
位
妙
見
宮
、
日
奈
久
温
泉
は
６
位
で
し
た
。
船
で
は
シ
ャ

ワ
ー
な
の
で
日
奈
久
温
泉
は
好
評
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ぎ
に
高
知
県
の
担
当
課
主
幹
か
ら
「
高
知

新
港
に
お
け
る
受
入
に
つ
い
て
」
、
ク
ル
ー
ズ

総
合
研
究
所
副
所
長
か
ら
「
寄
港
地
の
も
て
な

し
事
例
」
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
は
中
国
客
一
辺
倒
で
は
な
く
、
欧
米
、

東
南
ア
ジ
ア
の
客
、
家
族
客
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
や
支
払
い
決
済
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
つ
い
て

現
状
と
意
見
交
換
会

町
内
選
出
代
議
員
お
よ
び
部
会
員
の
改
選
を
前
に

各
町
内
総
会
等
で
選
出
の
協
議
を

住
民
自
治
会

【差し上げます】
EPSON（エプソン）の

未開封インクカートリッ
ジ（IC６４各色有）をい
ただきました。ご希望の
方には、無料で差し上げ
ます。（先着順）コミセ
ン迄連絡ください。

タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ
力
走
に
声
援
を

第
49
回町

内
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

どんどや １月１１日(土)

予備日１月13日(月)

(広告欄)



日奈久住民自治会広報紙 おがまち日奈久ニュース 令和２年（2020年） １月号 第１２５号

インターネットで「おがまち日奈久ニュース」を検索すれば見ることができます。日奈久の話題・情報をお知らせください。 住民自治会への問い合わせも 日奈久コミュニティセンター 38-2390

２

「
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
た
め
に
は
」

福
祉
人
権
健
康
部
会
研
修
会
開
催
さ
れ
る

11
月
27
日
（
水
）
に
ゆ
め
倉
庫
に
お
い

て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
約
50
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
講
師
の
歯

科
衛
生
士
今
泉
克
美
先
生
の
『
誤
嚥
性
肺

炎
予
防
の
た
め
に
は
」
と
い
う
講
演
に
聴

き
入
り
ま
し
た
。

「
研
修
会
に
参
加
し
て
」

山
下
町

平
野
忠
興

講
演
は
、
次
の
４
つ
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

１
【
手
の
運
動
】
歌
に
合
わ
せ
て
手
を
頭
、

肩
、
胸
に
置
く
運
動
を
す
る
。

２
【
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
こ
と
】
会
話
を
一

定
時
間
し
て
、
の
ど
の
筋
肉
を
活
動
さ

せ
る
。

３
【
舌
の
活
動
】
喉
を
詰
ま
ら
せ
な
い
た

め
の
気
道
と
食
道
の
安
全
の
確
保
。
言

葉
を
は
っ
き
り
伝
え
る
。

４
【
口
腔
の
清
潔
】
口
の
中
を
清
潔
に
保

つ
た
め
に
歯
磨
き
、
う
が
い
、
定
期
的

な
歯
科
検
診
が
重
要
。

講
演
を
通
し
て
、
毎
日
の
生
活
の
中
に

「
口
の
訓
練
」
を
取
り
入
れ
、
習
慣
づ
け

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
歯
磨
き
後
に
う
が
い
を

す
る
と
健
康
が
保
て
る
と
述
べ
ら
れ
、
参

加
者
全
員
が
、
う
が
い
薬
で
の
う
が
い
体

験
を
し
、
口
の
中
は
、
さ
っ
ぱ
り
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
日
々
、
言
葉
を
は
っ
き
り

と
発
音
し
、
表
情
を
豊
か
に
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
誤
嚥
性
肺
炎
防
止
に
繋
が

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

健
康
を
保
つ
た
め
の
予
防
活
動
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
日
常
生
活
に
活

か
そ
う
と
真
剣
に
聞
き
ま
し
た
。
先
生
の

楽
し
く
有
意
義
な
講
演
で
、
参
加
者
は
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
11
回
目
を
迎
え
る
「
ひ
な
ぐ
雛
祭
り｣

は
、
令
和
２
年
２

月
15
日(

土)

～
３
月
８
日(

日)

に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
詳
し
い
内
容
は
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
催
す
る
日
奈
久
住
民
自
治
会
で
は
、
雛
祭
り
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー(

八
代
市
本
町
イ
ベ
ン
ト
広
場
）
、
雛
迎
え

の
儀
、
雛
送
り
の
儀
に
出
演
す
る
日
奈
久
か
ぐ
や
姫
を
募
集

し
ま
す
。

十
二
単
を
着
る
ま
た

と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
間

１
月
６
日(

金)

～

２
月
２
日(

木)

◆
応
募
資
格

八
代
市
在
住
の

女
性

①
６
～
９
歳
の
部

(

出
演
日
２
月
15
日
）

②
中
学
生
・
高
校
生
の
部

(

出
演
日
２
月
15
日
、
３
月
１
日
）

◆
募
集
人
数

全
体
で
２
～
４
名

◆
選
考
日

２
月
２
日(

日)

10
時
～
12
時

◆
選
考
会
場

日
奈
久
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
選
考
会
に
は
必
ず
参
加
の
こ
と

娘
か
ら
母
へ
、
母
か
ら
娘
へ
の
「
あ
り
が
と
う
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
募
集
し
ま
す
。
日
頃
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
思
い
や
感

謝
の
気
持
ち
を
綴
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
字
数
制
限
な
し

◆
締
め
切
り

２
月
21
日(

金)

◆
作
品
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
９-

５
１
３
５

八
代
市
日
奈
久
中
町
５
１
６

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

電
話

０
９
６
５-

３
８-

０
２
６
７

日奈久かぐや姫を募集
第11回ひなぐ雛祭り

あ
り
が
と
う
のメ

ッ
セ
ー
ジ
募
集

３枚の掛け図を使って丁寧に説明

今年も晩白柚風呂大好評

今年も晩白柚風呂のシーズンがやっ

てきました。１２月１４日から左記の

旅館や温泉施設で実施されています。

詳しくは、各旅館、施設にお問い合わ

せください。
12
月
15
日(

日)

開
催
さ
れ
た
晩
白
柚
収
穫
祭
は
、

良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
１
０
０
人
を
超
え
る
オ
ー
ナ
ー

家
族
が
参
加
し
ま
し

た
。佐

賀
県
か
ら
今
年

初
め
て
参
加
さ
れ
た

古
賀
さ
ん
夫
妻
は
、

「
西
日
本
新
聞
で
知

り
ま
し
た
。
自
宅
で

育
て
て
も
２
個
や
っ

と
実
っ
た
く
ら
い
な

の
で
、
世
話
の
仕
方
も
学
び
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。

日
当
た
り
が
良
い
と
こ
ろ
の
木
だ
っ
た
の
で
、
大
き

く
綺
麗
な
晩
白
柚
が
、

29
個
も
収
穫
で
き
て

大
満
足
で
す
」
と
笑

顔
で
し
た
。

遠
く
は
石
川
県
や

静
岡
県
か
ら
の
方
も

お
ら
れ
、
宅
配
便
で

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
晩
白
柚
に
大
満
足

晩
白
柚
収
穫
祭
開
催
さ
れ
る

大満足の古賀さん夫妻

11
月
30
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
大
会
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
11
月
30
日
と
12
月
４
日
に
日
奈
久
か
ら

の
応
援
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

12
月
４
日
の
セ
ネ
ガ
ル･

ハ
ン
ガ
リ
ー
戦
で
も
素

晴
ら
し
い
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー

が
終
始
リ
ー
ド
し

て
展
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
後
半
セ
ネ

ガ
ル
も
反
撃
し
、

応
援
団
の
テ
ン
シ
ョ

ン
も
上
が
り
ま
し

た
。
応
援
の
バ
ル
ー

ン
を
た
た
い
て
声

援
を
送
り
ま
し
た
。

「
面
白
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
世
界
戦
だ
け
あ
っ
て

迫
力
が
あ
っ
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

11
月
30
日(

土)

体
育
館
に
保
護
者
な
ど
１
０

０
名
ほ
ど
が
見
守
る
中
、
66
名
の
全
校
児
童
の

合
唱
「
は
じ
め
よ
う
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
開
幕
し

ま
し
た
。

３
年
生
15
名
は｢

八
代･

日
奈
久
の
た
か
ら
も

の｣

と
し
て

彦
一
と
ん
ち

話
を
、
１
年

生

11

名

は

｢

く
じ
ら
ぐ

も｣

を
音
楽

劇
に
し
て
、

２
年
生
15
名

は
「
日
奈
久

の
ま
つ
り｣

に
込
め
ら
れ
た
願
い
に
つ
い
て
、
４
年
生
８
名

は
劇｢

ご
ん
ぎ
つ
ね｣

を
、
５
年
生
11
名
は｢

ノ
ー

サ
イ
ド
５
年
～
誇
れ
る
自
分
で
あ
れ
～｣

の
発
表

を
、
６
年
生
６
名
は
修
学
旅
行
を
も
と
に｢

未
来

へ
の
バ
ト
ン｣

の
発
表
を
行
い
、
は
き
は
き
と
、

し
っ
か
り
し
た
態
度
が
印
象
的
で
し
た
。最

後
に
中

村
道
恵
校
長

先

生

が

、

「
勉
強
し
て

き
た
こ
と
を
、

自
分
達
の
思

い
を
込
め
て

今
日
発
表
で

き
た
こ
と
を

自
信
に
し
て
、

さ
ら
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
讃
え

ら
れ
ま
し
た
。
発
表
会
の
後
は
親
子
ふ
れ
あ
い

活
動
で
「
新
聞
紙
大
作
戦
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日
奈
久
校
区
応
援
団
も
盛
り
上
が
っ
た

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会

白熱するセネガル対ハンガリー
平和の大切さを訴える６年生の発表

は
き
は
き
と
発
表
で
き
ま
し
た

日
奈
久
小
た
け
の
こ
集
会

６チームに分かれて新聞紙大作戦

五木から参加の家族連れ

声援を送る日奈久校区応援団

手を動かしてウォーミングアップ

(広告欄）


